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はじめに
　
筆者はかつて、唐・宋時代における西蜀成都大聖慈寺を中心とする
仏教芸術の発展及び、周辺地域に対する文化発信の先進性の多角的な考察を研究テーマとした
（（
（
。周知のように、成都寺院文化の隆盛は中晩
唐に起きた二つの大きな歴史的事件と密接に関連している。安史の乱では、玄宗皇帝が戦火 及ばなかった成都に逃れ、黄巢の乱の際には僖宗皇帝が四年以上成都に滞在した。唐皇帝の西蜀蒙塵に伴い、京師の高僧、文人 絵師、名工の多くもま 西蜀に移り、四川地域の文化繁栄に大きく貢献することとなる。唐末の成都大聖慈寺 出現した九十六院に描かれた八千五百間余りの壁画は、多地域から仏教文化が伝播した実態を如実に示したものである
（（
（
。その中でも注目すべき重要な
事件の一つに、僖宗が長安から成都の諸寺に仏牙舎利の奉迎を行った
という当時最大の仏教盛儀が挙げられる。蜀に逃れていた僖宗にとって、釈迦の聖遺物である仏牙舎利の奉迎が政権の終末に瀕する復興政策を強化するため大変重要な儀式であったことは間違いない。しかし、現存する文献史料が乏しいため、その詳細が実際に 明らかになっていない。　
唐時代における釈迦の真身舎利供養については、僖宗も含め九人の
皇帝により扶鳳法門寺に仏骨、仏牙舎利の奉迎が行われたことが法門寺地宮舎利の発見及び豊富な史料から知られる
（（
（
。また近年、山東省汶
上県宝相寺の地宮から仏牙と舎利が発見されており
（（
（
、兗州市興隆塔の
地宮からも埋納された二本の仏牙 出土した
（（
（
。こうした唐宋期の
仏牙舎利の考古学的発見は、こ 時期におけ 宗教的供養礼儀の相位を理解する上で、仏教史学のみ ず、美術史研究におい も、多くの研究者の関心を集めている
（（
（
。
　
ところが最近になって、山東省出土の仏牙をめぐって、僖宗が成都
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大聖慈寺に奉迎した仏牙と汶上宝相寺出土の仏牙舎利が関連づけて論じられるよう なり、所謂「大聖慈寺伝来説」が浮上し、さらにはこの仏牙が唐代に法界和尚悟空により西域から将来され、大荘厳寺に奉納されたものであるという見解もなされている
（（
（
。これらの諸説が史実
に基づいたものであ ならば、仏牙の伝来径路がある程度明らかになると共に、仏牙の奉送地としてしかるべき由緒を有す 成都大聖慈寺の舎利伝播の役割は大きかったと言えよう。そこで本稿では、僖宗が所持していた仏牙をめぐる基礎的な作業、即ち大聖慈寺に関連す 文献史料及び唐代高僧 西域仏牙将来に関する記録を改めて整理した上で、西蜀の仏牙が中原地域へ転属した可能性を再検討 、かつて唐宋の寺院に安置された仏牙、または山東省出土遺品などの問題点 いて管見を加えることとしたい。
一、文献史料にみる益州成都の仏牙舎利信仰
　
仏牙舎利とは、釈尊を火葬した際、骨舎利から得た骨形の牙、また
は歯のことで、 『涅槃経後分』 、 『蘇悉地経』 、 『釈氏要覧』などの経典に所説ある。本来 仏歯と仏牙には明確な区別があり、歯は門歯
（前
歯
（、牙が臼歯
（奥牙
（のことで、アショーカ王時代以降、釈尊を追慕す
るため舎利奉送を行いついに神聖化される。四世紀後半、獅子国ではインドから仏歯が渡来したため 精舎が造られ 東晋義熙七年（四一一
（に来訪した法顯が、無畏山精舎仏堂で盛大な仏歯供養法要の
場景を実見し記録に収めている
（（
（
。注目すべきことは法顯が師子国の仏
牙舎利を「仏歯」と呼ぶことである。また『陳書』武帝紀によると、南斉の法献が于闐から帰朝した際、 「仏牙」と呼ばれる牙形舎利を伝授され、斉の文宣王より鐘山の定林寺に供奉され あと、梁 天監末
（五〇二～五一九
（に
摄
山慶雲寺の慧興に、承聖年間
（五五一～五五五
（
に陳武帝霸先に所有されたという経緯が伝えられている
（（
（
。これが正史
にみる王室仏牙供養の最初の記録で、ついで仏牙形舎利が南朝に伝わってから「仏牙」と呼ばれるようになった。その後、仁壽年間
（六
〇一～六〇四
（の隋文帝による大規模な真身舎利供養塔の建造事業を経
て、唐代諸王室では法門寺の仏舎利、仏牙の奉迎が持続的に行われたなお初唐期の求法僧玄奘、義浄が著した旅行 いずれにも犍陀羅国の仏塔で「仏牙」 、 「仏歯」を見たという記事 ある。　
さて、僖宗が入蜀してから文徳元年
（八八八
（に長安へ帰還するまで
の西蜀駐蹕における政治活動 ついては、成都の地縁政治階層から盛大な支援を受けて、民心の安定をは ったという記事が『旧唐書』帝紀、 『通鑑』及び『全唐文』などの諸史料 散見されるが、直接的に係わった諸々 仏事を伝える記録は意外に少な
（10
（
。ただ宋代の文集や
絵画史料には、成都城内中心の大聖慈寺を筆頭 、聖壽、昭覚、浄衆聖興、宝暦諸寺において、僖宗本人と京師から随行した中央画壇 画家たちを中心に、政治的に芸術活動を行い、皇帝 善政に関する民心糾合を極大化しようとする意図が窺われる ある
（11
（
。その時、仏法供
奉の道場となるはずの大聖慈寺は唐王室の正統を誇示する政治的な舞台としての役割を果すと同時に 地方集権統治 強化をはかり、経済的な活動を行った庶民への情報発信地という独特な二重機能を備えた
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のである［図一］ 。　
では、僖宗はどのような舎利供養活動を行ったのか、まず、宋の淳
化三年
（九九二
（に李畋が撰した『重修昭覚寺記』には、
次のように記されている
（12
（
。
末几、僖宗出狩、駐蹕西州。召禅師説無上乗、若麟徳殿故事。由是開沃聖慮、握乾綱而不動、運輸神力、回天歩而高引。玉鑾反正、而帝睠彌深、賜禅師紫磨衲衣三事、龍鳳氍毹毬一榻、宝器盛辟支仏牙一函、布展義之澤也。
（後略
（
　
周知のように、表題の昭覚寺は『碧厳録』の著者で臨済宗楊岐派の
祖師である圜悟克勤の祖庭であったが、それに先立って唐の乾符四年（八七六
（には、宣宗朝より了覚禅師の號を勅賜された休夢長老が住持
となり、王建の前蜀開国の直前に示寂するまで仏教の復興に努めた。この史料から特記すべき事項は、まず僖宗は西蜀に避難した際、了覚禅師を召して大乗諸系統の経論を教授させ、その感得した神力から刺激を受けたため、京師に戻った後、了覚禅師 仏法 象徴 ある舎利荘厳具に入れる釈尊の真身仏牙を奉送したことである。またこの仏牙奉送は単に西蜀仏教界で名高い了覚禅師に対する個人的な返礼ではなく、 「布展義之澤」とあるように、僖宗には仏牙奉送を通じて西蜀の民心や中央の権威を確保す 意図があったと思われる。以上から当時、西蜀仏教界の重鎮として知られる昭覚寺が宮廷奉送の聖遺物を所持していた可能性が充分考えられるので
（13
（
。ともあれ、唐宋の記事では
「宝器盛辟支 牙一函」という箇所が僖宗に る西蜀仏牙伝来に関する唯一のものである。　
しかし、このような文献だけでは、僖宗仏牙伝来の詳細が甚だしく
立証不能であるが、もう少し文献の幅をとって見てみると 宋の元祐五年
（一〇九〇
（に劉涇が撰した「大聖慈寺圓通院仏掌骨記」に、大聖
［図一］　成都大聖慈寺境内の風景（筆者撮影）
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慈寺の圓通院にかつて仏の掌骨舎利が奉納され、成都民衆の厚い信仰を呼んだことが伝えられ いる。この記述の冒頭には、
世言相国仏牙、陳留仏指、天清仏舌、岐陽仏骨、光霊離異、我念凡夫得遍見上四種 頗有觸而長之者。
と、古く中国に奉迎された釈尊骨舎利の四種の遺形を説いており、仏の真身舎利信仰が宋代の民衆の間でもかなり定着したことが窺われる。続いて、
熙寧初
（一〇八六
（、宦游淮南。一日龔氏子持仏掌骨来、孔翠藻藉、
玲瓏為函、晝作日如鏡、夜作月如燈炬、
（中略
（於是以授圓明大師。
敏公時方建大悲像重閣、既護宝骨、不異所聞。初与一二士請見密室、既而呈露揺蕩 遂傾都人、閣以成就。
（後略
（
とある
（11
（
。成都府通判であった撰者の劉涇が淮南で日夜に輝く仏掌骨を
仰ぎ見て所持となり、大聖慈寺円通院千手観音閣が落成し 際に圓明大師を通し それを閣内に奉納し 後に種々の奇瑞 現れた いう。この仏骨舎利の将来先が淮南しか詳細がわからないが、大聖慈寺の別院で仏骨舎利の供養が確かに行われていたことは成都の民衆 広く知られており、この事実が北宋期の西蜀仏教界における 奉迎活動の一面を物語っていると言えよう。　
一方、成都の郊外にある新都宝光寺は、早くも唐代に如来舎利が出
土した神聖な場所とし 知られる。 『新都県志』三編に収録した黎重国「宝光寺重興道 序」には、現存する舎利塔の創建 ついて、
茲寺塔載蔵経、旧名感福、為蔵如来舎利、八百四千浮図之一、越千九百七十餘年。而至唐僖宗朝、避黄巢乱幸蜀、悟達国師扈蹕、
至此発地、得石函、果蔵有舎利十三顆、光明瑩澈、遂営塔而儲之。底高十三級、冠以金頂。後国師亦閉堅固子六十粒於上 就塔営寺。（後略
（
と記され
（11
（
、僖宗の行幸に随従した悟達国師知玄が、この地に埋納した
十三粒の真身舎利が入った石函を発掘し、十三層の舎利塔を建てたという宝光寺塔建立の縁起が伝えられている。　
このように、数少ない史料から唐宋期の成都仏教界において、僖宗
の幸蜀を契機とした仏牙、仏骨舎利の奉納とその供養の断片的な情報を知ることができ、ま こうした民衆の舎利に対する特殊な崇拝によって成都諸寺の寺格が次第に高められたことも想像されよう。ともあれ僖宗の幸蜀は成都における仏教発展の一転換期であり、こうした王権主導で未曽有の高潮に達した環境の中で、僖宗が所持した仏牙が大聖慈寺に奉迎された逸話が生まれ わけであるが、こ で注意されるのは、僖宗より了覚禅師に送られた「辟支 牙」 供養場所が大聖慈寺ではなく、唐代の益州において最大規模を誇った昭覚寺となことであ 。また 大聖慈寺でも仏掌骨舎利を奉納する め 楼閣新たに興された記録が見えるが、僖宗所持仏牙との関連を裏づける手がかりが判然としない。更に、唐末の新都宝光 縁起にみられる舎利出土の例など、西蜀の諸寺院 奉納され いた舎利 仏牙、仏掌骨、珠形と様々な種類が存在することを考 併せると、僖宗所持 直ちに大聖慈寺の所有に帰すること 無理が るのであろう。
（1）307
二、中原地域への西蜀仏牙の伝来
　
ところが興味深いことに、 「僖宗西蜀所持仏牙」がその後、改めて
中原地域に持ち出されたことが史料から見出されるのである。 『册府元龜』巻五二・帝王部・崇釈氏二には、僖宗の仏牙について次のように記されている
（11
（
。
（後唐明宗天成二、九二七
（九月、益州孟之祥令僧五人持仏牙、長一
寸六分。云、僖宗幸蜀時留之、今属應聖嘉節、願資壽命、宣示近臣。
　
重要な史料なので、史実と見てよいところを改めて確認しておきた
い。後唐明宗李嗣源
（八六七～九三三
（が帝位を継いで僅か一年後の天
成二年
（九二七
（、洛陽で実施した内政改革によりようやく国力は回復
したが、その一方、西蜀ではかつて後唐荘宗に任命された西川節度使の孟知祥 成都の羊馬城羅城を大きく増築し、密かに中央政府に対して謀反の好機を狙っていた。明宗六〇歳誕生日の際 孟知祥は、五人の四川僧を遣わし 僖宗 幸蜀時に将来した長さ一寸六分の仏牙を献上し、 「聖朝に応える佳節に、仏牙を資し長壽を願い、それを以って近臣と て宣示し」というよう 中原王朝の正朔 奉じる地方官僚の姿を如実に示したもので、この仏牙奉送の背後には彼の政治的な野望が反映されているとみてよい。 記事によって僖宗仏牙 送時期、奉送地、奉送者、受持者などが明らかになったことは確 であろうが
（17
（
、しかし同書同巻にはもう一点気にかかる記事がある。後晋高
祖石敬瑭が後唐を滅ぼし改元した天福三年
（九三八
（に、
西京左右街僧録可肇等齎仏牙到闕、宣付汴京収掌。
とのことから、前記した孟知祥が唐明宗に奉送した仏牙が改めて洛陽の僧録可肇により晋の高祖に献上され、京城汴梁の宮廷が所有するようになったというのである。これを字句通りに受け止めれば、僖宗所持の仏牙は、まず孟知祥から洛陽の後唐明宗へ送られ、後に再び洛陽の僧人から汴京の後晋王室に奉送されたということが容易に想像される
（18
（
。しかし、孟知祥と可肇がそれぞれ五代の皇帝に献上した仏牙がそ
もそも同一の物であるかどうかを傍証する史料は存在せず、その真相をたどることはそう簡単ではない。 いうのも、 蜀の何光遠が撰た『鑑戒録』巻六・旌論衡篇に、前蜀の僧佐聖国師
（光業
（と道士楊徳
輝の間に起きた仏道論争を伝える際には、
太祖降誕日、僧門祝辟支仏牙、道門進「武成混元図」 。光業詔図以嘲之、徳輝詔仏牙以答之。
（後略
（
とあり
（19
（
、これによると、既に前蜀開国の直前に成都の仏教界から後梁
の太祖朱温に真身仏牙舎利の奉送が礼儀的に行われたと うのである。また前記した『册府元龜』巻五二・天福 年
（九四一
（の條にも、
加隰彌陀国僧
哩以仏牙泛海而至。
という記事があり、十世紀の中葉には、仏教の第四次結集として知られる西北インド加隰彌陀国の僧侶が海のルートを通って中国に新た仏牙を将来したと明記されており、そこには、五代に僖宗の仏牙が中原地域へ将来され だけでなく 西蜀や諸外国から別系の 牙が北方京城に入っていたことは窺われるのである。以上 ことから、少なく
唐・宋時代における仏牙舎利伝来の様相
（1） 301
とも文献から見る限り、僖宗所持仏牙の伝来過程を直ちに特定にすることは慎むべきであろう。それはさておき、諸地域に影響を与え続けた唐代の仏牙供養について、どのような人物が何を行ったのか 、ここで改めて考えておく必要があると思われる。
三、唐代長安寺院における仏牙供養事情
　
周知のように、唐代盛んになった仏牙舎利供養の実態を伝える史料
として、唐の開成～会昌年間
（八三六～八四六
（の長安寺院の見聞を実
録した円仁『入唐求法巡礼行記』が挙げられるが、巻三・開成六年（会昌元年、八四一
（二月八日の條には次のように記されている
（20
（
。
又大荘厳寺開釈迦牟尼仏牙供養、
（中略
（薦福寺開仏牙供養、
（中
略
（荘厳仏牙会、
仏牙楼散銭如雨、求法僧等十日往彼随喜。登
仏牙楼上、親見仏牙、頂戴礼拝。
（中略
（街西興福寺亦二月八日至
十五日開仏牙供養、崇福寺亦開仏牙供養。城中都有四仏牙、一崇聖寺仏牙、是那吒太子従天上将来与終南山宣律師。一荘厳寺仏牙、従天竺人腿肉里将来、護法伽毗羅神将得来。一法界和尚従于闐国将来。一従土蕃将来。従古相伝至此、今在城中四寺 。
　
この記事を仔細に吟味すると、当時長安城で知られていた四つの仏
牙のうち、崇聖寺と荘厳寺のものは具体的な所持者や将来先が示されているが、法界和尚の于闐将来仏牙と吐蕃将来仏牙は供養場所が不明であること わかる。また薦福寺でも仏牙供養が行われていたとしたものの、この四つのどれに当るのか、もしくは別系の仏牙なのかにつ
いて言及されていない。そこで、改めてそれぞれの仏牙について資料を徴引しつつ考え みよう　
まず、崇聖寺に供奉された「道宣律師神授仏牙」であるが、 『唐両
［図二］　二十世紀初の崇聖寺遺址（足立喜六『長安史蹟の研究』附図九九より）
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京城坊考』には「進士櫻桃宴在崇聖寺仏牙閣上」とあり
（21
（
、隋代創建の
崇聖寺に古くから仏牙閣が存在したという。また、 『宋高僧伝』巻一四・道宣伝 は、道宣が毗沙門天王の子である那陀太子から西域の仏牙を授与された伝説があり、
（前略
（太子曰、某有仏牙宝掌雖久、頭目猶捨、敢不奉献、俄授於
宣、宣保録供養焉。
（中略
（其天人付授仏牙、密令文綱掌護、持去
崇聖寺東塔、
（中略
（至代宗大歴二年
（七六七
（勅此寺三綱、如聞彼
寺有大徳道宣律宗伝授得釈迦仏牙及肉舎利、宣即詣右銀台門進来、朕要観礼。
（後略
（
と
（22
（
、すでに神異化されていた崇聖寺の道宣仏牙が後に弟子の文綱によ
り崇聖寺東塔に護持され、道宣示寂百年後の代宗朝でも皇室により仏牙と肉親舎利の供養が続行されていたことはわかる［図二］ 。　
続いて所持者不明とされるインド護法伽毗羅神から将来した大荘厳
寺の仏牙について、同じく『唐両京城坊考』巻 を引くと、
仁壽三年
（六〇三
（、文帝為献后立為禅定寺。
（中略
（武徳元年
（六一
八
（改為荘厳寺。
（中略
（寺内有仏牙、長三寸、沙門法献従烏踵国取
而帰。豫章王
自揚州持入京、隋文帝改置此寺、大中六年
（八五
二
（改聖壽寺。
（後略
（
とあり、本稿の冒頭で触れたように、かつて南斉の法献から于闐国に将来した仏牙が、陳武帝、隋文帝の供養を経て、揚州 豫章王
によ
り長安に持ち込まれ 唐の開国に大荘厳寺 安置されたことが明らかとなる。この事実を検証する史料としては、唐の智昇『開元釈教録』巻六・達摩摩提
（法意
（伝に、法献所持の仏牙について、
（法
（献以宋元徽三年
（四七五
（遊歴西域、於于闐国得経梵本並及仏
牙、有伽毘羅神衛護還宋。経至斉永明中
（四八三～四九三
（共沙門
法意訳出。仏牙安置鐘山定林寺。仏牙可長三寸、圍亦如之、色帯黄白、其 端
凸、若今印文、而温潤光潔、頗類珠玉、謹案内経。
仏有四牙 一在忉利天、一在龍王宮、一在獅子国、一在烏萇国、此即烏萇国 也。後乎失之 乃現于闐、献於于闐請還。
（中略
（隋
文並陳、仍在鐘岳。至仁壽二年
（六〇三
（内史令豫章王
、従揚州
将献 帝、其年五月十五日勅送東禅寺供養。仏牙霊異、具如僧祐「仏牙記」 、此不復広。其東禅定寺、即今大荘厳寺也。
との詳細な記事が見える
（23
（
。この史料は法献所持仏牙の経歴、具体的な
形態、大荘厳寺に帰属され までの護持の全過程を明確に伝えるもので、丁度円仁の所記した荘厳寺仏牙の記事を補完することは可能である
（21
（
。これに関連して、 『続高僧伝』巻一九・法喜伝にも、隋の仁壽年
間
（六〇一～六〇四
（に禅僧法喜が文帝の勅詔により大荘厳寺の祖庭で
ある禅定寺に住した際 「爰有仏牙舎利、帝里所珍」と、内史令豫章王
が揚州から文帝に献上した法献 を実見した記録が残されてい
る
（21
（
。以上の記事から、円仁が「天竺護法伽毗羅神将得来」と伝える南
朝法献より将来した荘厳寺の仏牙が確実視され、また中国地域にある最古の仏牙であった可能性が高いと思われる。　
ところが、唐の西明寺僧円照が貞元一四年
（七九四
（、唐徳宗に呈上
した上表文「新修大荘厳寺本師釈迦牟尼仏牙宝塔記三巻」及び「聖朝無憂王寺大聖釈迦牟尼仏真身舎利塔記三巻」には、
伏見大荘厳寺仏牙、及無憂王寺真身舎利者、即大聖釈迦牟尼仏全
唐・宋時代における仏牙舎利伝来の様相
（7） 301
身碎質也。年逾千祀堅潤殊常、
（中略
（受仏付嘱弘奨釈門、欽奉真
乘特崇宝塔。
（後略
（
と記されており
（21
（
、貞元一四年
（七九四
（、仏牙と真身舎利の供養を行う
ために荘厳寺舎利塔と無優王寺
（法門寺
（真身舎利塔が落成した際、円
照が上表文により徳宗皇帝に報告したという経緯から、大荘厳寺において仏牙を奉納するために新たな舎利塔を増築させたと考えられる。それを立証するため、 『宋高僧伝』巻一六・慧霊伝を見てみると、
大中七年
（八五三
（宣宗幸荘厳寺、礼仏牙、登大塔。
（中略
（帝
（乃下
勅曰、朕以政閑観景、幸於荘厳、其寺複殿重廊、連薨比棟、
（中
略
（乃建木浮図、高三百尺。
（後略
（
とあり
（27
（
、また五代の王定保『唐摭言』巻三にも、
看仏牙、毎人両千以上。仏牙楼、
（中略
（荘厳皆有之。
とある
（28
（
。少なくとも半世紀後の宣宗朝から五代にかけて 荘厳寺の舎
利塔で仏牙供養が絶えず行われて たことは明らかである。しかしながらここ 大きな問題となるのが、円照が記し 仏牙 或いは大荘厳に宣宗が礼拝した仏牙が一体何者によりもたらされ ものなのかということである。以上の史料に示されたように、本来ならこれが法献将来仏牙であると判断されるべきではあるが、かつて陳垣氏は荘厳寺の仏牙を南朝将来の法献仏牙とし、円仁の記し ものと同一であると認めながらも、貞元二年
（七八九
（法界和尚悟空がインドから将来した仏
牙や訳経を朝廷に献上したことを踏まえ 後に円照が上表文に書いた仏牙が、既に悟空により将来されていた、所謂「悟空仏牙」であっと推測され
（29
（
、大荘厳寺の仏牙を直ちに法献将来仏牙と特定することに
は躊躇される。確かに悟空将来の仏牙については、円仁により「法界和尚従于闐将来」と記録されたこともあり、この点をなお詳らかにする必要があると思われる。
［図三］　二十世紀初の大薦福寺小雁塔遺址（同図二出所）
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「悟空将来仏牙」は、円仁の述べた四つの仏牙のうち三番目に当り、
一説には、円仁の「法界和尚従于闐国将来」との文句は「法献于闐将来」の誤記という指摘もあるが
（30
（
、あまり信頼ができるようなものとは
言えない。というのも、後述す ように悟空の于闐での仏教活動は事実であり、こ 法界仏牙が円仁の述べた将来者不明の「薦福寺開仏牙供養」 る可能性が存在することを否定できないであろう。唐代の薦福寺については 史料から則天武后の頃に訳経事業を盛んに行った大寺院と知られてい が、今のところ仏牙供養 ついては見当らない
（31
（
。
見方を替えて言えば、円仁の所記 信頼をおくならば、これが大薦福寺に悟空仏牙が存在する唯一の記録と言えよ ［図三］ 。　
さて、法界和尚悟空について『宋高僧伝』巻三・悟空伝によると、
彼は天宝九年
（七五〇
（、朝廷の役人として西域に出使し、重患に罹っ
たため犍陀羅国に留まり、遂に師の舎利越摩に投じて落髪した。法名は達摩馱都といい、 「法界」と漢訳される。粛宗の至徳二年
（七五七
（、
二九歳のとき迦隰彌 で具足戒を受け、根本律義を学び始めた。帰国の際に 師匠である三蔵舎利越摩から仏牙舎利を親授された。その後、西域に遍歴して四十年の歳月を経て長安へ戻り、西域将来の経本と仏牙を朝廷 進献 、壮武将軍 試太常卿が授与されたと う。悟空西域出使の歴史的壮挙に大いに感銘し、親交のあった円照がその全過程を実録した『悟空入竺記』が残されており
（32
（
、中には、
（越摩
（三蔵初聞至意不許。法界以理懇請再三、
（中略
（既見懇誠方
遂所請、乃
授梵本十地経及廻
輪経並十力経、共同一夾並大聖
釈迦牟尼仏一牙舎利、皆頂戴慇懃悲涙而授。
（後略
（
と、悟空師弟の仏牙授受をめぐる感動的な場面を伝えている。更に仏牙舎利と諸経を護持して帰国する悟空に起きた不思議な霊験について、
法界所持舎利及梵本経、自彼中天来至漢界。凡所経歴、覩貨羅国五十七番中、有一城號骨咄国、城東不遠有一小海、其水極深、當持仏牙経南岸而過、時彼龍神知有舎利、地上動揺、玄雲揜興、霹靂震雷。
（中略
（法界是時懇心祈願、放達本国利済邦家、
（中略
（祈
祝至誠雲収雨霽、僅全草命。
（後略
（
と記しており、法界所持仏牙がその威徳力で国と民衆に安寧をもたらす象徴的な存在として捉えられている。更に、円照の記事からもう一つ注目すべきものとしては、法界が三年の歳月 かけて帰国する途中、于闐、亀兹、焉耆諸国及び安西回鶻、北庭諸鎮を歴訪し訳経に関心寄せ、その功績が後に長安仏教社会に広く知られていたことが挙げられる。円仁の「法界和尚于闐将来仏牙」というのが、こうした情報伝達の動向を下敷きにしていたとみてよかろう。　
これらを総合すると、唐代長安城内の諸寺には少なくとも三つの仏
牙供養の系統が存在しており、一、崇聖寺にある道宣将来の仏牙 二、大荘厳寺にある法献将来の于闐系仏牙 三、大薦福寺にある法界将来の天竺系仏牙、という解釈が可能であろう。ただ円照の記事を重視すれば、中唐期になる 、大荘厳寺には何らかの事情で新たな法献将来仏牙が移された可能性が ものの、確かなことはわからない。従って、この時点で僖宗西蜀所持仏牙が一体どのような系統に属するもなのかについては 少なくとも以上 史料 徴する限り立証困難 あることが了解されるであろう。
唐・宋時代における仏牙舎利伝来の様相
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四、北宋汴京の仏牙供養と周辺地域の仏牙発見
　
五代から北宋期にかけて、東都汴京の北方仏教界の中心教区である
大相国寺を中心に、皇室による仏牙の供養が盛んに行われたことは多くの史料に示されている
（33
（
。唐代の長安から流出した仏牙を辿る基本的
史料としては、僧の志磐『仏祖統記』巻五三・集歴代会要志・北天仏牙の條に、
（宋
（太宗建啓聖禅寺、奉優塡王瑞像、釈迦仏牙。太祖疑仏牙非真、
取自洛、以火鍛之、色不変、遂製発願文。太祖復験以火、親製偈讃。
（後略
（
とあり
（31
（
、同書巻四五・天聖九年
（一〇三一
（の條にも、
初太祖疑宣律師仏牙非真、遣使取自洛、烈火鍛之、色不変、心敬神異。
と、ほぼ同様の内容が見える
（31
（
。また『釈氏稽古録』巻四・太平興国八
年
（九八三
（「御賛舎利」の條には、
初、太祖迎洛陽、唐高宗顯慶年間
（六五六～六六〇
（大沙門宣律師
天王太子所献仏牙舎利、於東京相国寺灌頂院安奉。至是帝親以烈火鍛式、晶明堅固光彩、五色照人。
（中略
（改灌頂院為法華院、建
重閣。
（後略
（
ということから
（31
（
、まず宋太祖趙匡胤が西都洛陽から奉迎した仏牙の真
偽は もかく、これが唐崇聖寺伝来の道宣仏牙であったことに注目したい。次に、この道宣仏牙が太宗、真宗朝を経て、大相国寺灌頂院や
多重な楼閣を増築した法華院に置かれるに至って、四十年後の仁宗朝天聖年間
（一〇二三～一〇三一
（においても奉安されたことは明らかであ
る。更にこの仏牙の功徳について、同じく『仏祖統記』には、
慶歴三年
（一〇四三
（、月久旱、詔迎相国寺仏牙入内殿躬禱、湏臾
雨大注、及作金殿四門以象天宮、用以奉蔵、復製発願文以見帰敬。
とあり
（37
（
、この仏牙を皇帝の勅詔により内殿に迎え旱魃回復の願を立て
たところ神異を起したため、天宮を象った金殿が作られ、その祥瑞が発願文に明記されたと伝えられている。そして英宗朝の治平二年
（一
〇六五
（、それまで三代の皇帝による仏牙護持の功徳を讃える「敕大
相国寺造三朝御製仏牙讃碑」が多くの権臣と共に勅立され、翰林学士王珪の撰文には「愚以謂五牙之来、而道宣之所宝者尤異」とい
（38
（
、こ
の仏牙が太祖将来の道宣仏牙であると朝廷内外に認識されていることが窺われる。また、北宋末年の徽宗朝崇寧三年
（一一〇四
（に、
勅迎相国寺三朝御讃釈迦仏牙入内供養、隔水晶匣舎利出如雨点。（後略
（
とあることから、この仏牙が相国寺から一度持ち出され、禁中に奉迎されたことがわ る
（39
（
。この詳細について、宋の丞相張商英が著した
『護法論』に、
道宣律師、持律精厳、感毘沙門天王之子為護戒神、借得天上仏牙、今在人間。徽宗皇帝初登極時、因取観之。舎利隔水晶匣、落如雨点。
（後略
（
と記されており
（10
（
、北宋末期において道宣仏牙の宮中供養が盛んであっ
たこ を窺わせる。このように、北宋の建国から半世紀以上の歳月を
（10）301
経て、京城汴京で大相国寺の道宣仏牙が高く尊崇されていたことは容易に了解されるであろう。　
また興味深いのは、入宋した成尋は熙寧五年
（一〇七二
（十一月廿三
日、相国寺などの諸寺で仏牙を実見しており、 『参天台五台山記』第四の記事によると、成尋は太平興国寺、啓聖禅院、相国寺の法会に参詣し、啓聖禅院の仏牙堂に安置された仏牙について、
（前略
（塔内有純金楼閣、之内有純金筥方一尺許、以錦綾色々縫物
絹等十重裹之、筥内有純金小厨子云々、以赤錦三重裹之、四面立白瑠璃内見徹銀蓮華座上置仏牙、長一寸三分、広六分、厚四分云々。
（後略
（
と伝えている。また相国寺法華院の仏牙 ついて、
次礼仏牙堂、使臣開勅封、名法華之院、四面廊外西方也。中有七宝殿、々内有高台、々上純金宝殿、高三尺 広二尺五 。閣内有純金筥、広一尺、 一尺。筥内有純金厨子、荘厳如啓聖院。牙長短亦同、作法如前。厨子有勅封二、先帝今上封敢不開、見徹瑠璃仏牙放光、希有不可思議 悲涙無極。
と記される
（11
（
。成尋の記事から注目すべきことは、相国寺法華院に秘蔵
された道宣神授仏牙が成尋の参詣によって確かめられたと共に、北宋中期の京城諸寺院に道宣仏牙以外にも、複数の別系の仏牙が存在していたことも事実のよう 思われる。　
では、これらの別系の仏牙が一体どのようなものであったか、改め
て宋代の史料を引くと、沈括が元祐二年
（一〇八七
（頃に撰した『夢渓
筆談』巻二〇には、
熙寧中
（一〇六八～一〇七七
（、予察訪過咸平、是時劉定子先知県事、
同過一仏寺、子先謂予曰、此有一仏牙、甚異、
（中略
（予到京師、
盛伝於公卿間、後有人迎至京師、執取官取入東府、以次流布士大夫家、神異之迹、不可悉数。有詔留大相国寺、創造本浮図以蔵之、今相国寺西塔是也。
と述べており、熙寧年間、沈括が開封府咸平県
（今の河南通許
（を旅し
た際に、諸々の感応縁により汴京貴族の間で親しまれていた別系の仏牙を見聞しており、この仏牙が勅詔により大相国寺に奉安され ため、新たな舎利塔「西塔」が増築されたという。従ってこの時点には相国寺の西塔に道宣仏牙以外にも民間伝来の仏牙が同時に存在したことが判別されよう
（12
（
。また、宋の王鞏『聞見近録』には、
咸平県僧蔵仏牙一株、其大両指許、淡金色、予嘗請而供之。
（中
略
（後神宗迎之禁中、遂御封匣而帰之、今人罕得見者。
とあり
（13
（
、この仏牙は神宗朝
（一〇六八～一〇八五
（の秘蔵品で、めったに
禁中を出ないと伝えられていることも興味深い。以上のことから、北宋の太祖期から徽宗期にかけ、唐崇聖寺伝来の道宣仏牙供養が宮廷で行われた事実が明 かであったが しかし沈括、王鞏らにより えられている由緒不明の仏牙が複数存在することについては、これを証する史料も限界があるため、沈括らの記した仏牙が即ち大薦福寺悟空将来仏牙である、という見方はその論拠を示 ない限り、仮説の段階あると言わざるを得な であろう。　
ところが最近、汴京にほど近い山東省西南部の兗州市興隆塔地宮と
汶上県宝相寺地宮が相次いで発掘され、仏牙舎利が発見 たことに
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より、再びこうした仏牙将来の由緒をめぐって議論がなされている
（11
（
。興味深いこ
とに、二つ 地宮からは「埋葬舎利碑記」が発見されたため、仏塔の創建年代、経緯、舎利の由来や所持者などが具体的に記されており、従来知ら ていない重要な史実が見出せたのである。　
これまでに公表された考
古資料によると、二〇〇八年に発見された兗州市興隆寺地宮 埋納 ていた舎利石函には、涅槃変相図を線刻した鎏金銀舎利棺や金瓶が収納されており その中から長さ七センチの二粒の仏牙及び仏頂骨彩色舎利が見つかっている
（11
（
［図四］ 。
地宮東側には九百字を超える「宋嘉祐八年
（一〇六三
（
十月六日安葬舎利碑」が置かれており、その冒頭には「龍興寺泗州院西天于闐国簾前賜紫光正大師法蔵状」と、于闐国の僧侶法蔵が州府に送った奏状を徴引している
（11
（
。それを抜粋すると次の通りである。
（法蔵
（先於開宝三年
（九七〇
（、自離于闐本処、親往西天取得釈迦
形象、世尊金頂骨真身舎利、菩提樹葉、及進奉本処白玉三百玖拾斤、細馬三匹、尋蒙聖恩帘前賜紫及師號、回宣師御馬両匹、閙装金鞍轡 驛勧請俸。自後乞於国内巡禮聖境、奉宣雲游西川至峨嵋、代州五台山 泗州逐処齋僧壹万人、各送金襴袈裟一 相次雲游。在兗州往寄歳久 戀皇帝化風、不帰本処。今至年老 切縁先従天将到世尊金頂真身舎利、菩提樹葉、見今在院。
（後略
（
　
この奏状の撰者である于闐国の僧法蔵については、史籍及び地方誌
に記載が見えないため、碑文の内容が彼に関する唯一の記録となる。それ よると、法蔵は宋開宝三年
（九七〇
（に于闐からインドへ出発し、
釈迦像、仏頂骨舎利を得、開宝五～八年
（九七二～九七五
（、もしくは
太平興国初
（九七六～九八三
（頃に、于闐で調達した白玉や馬匹、イン
ド将来の聖物などを北宋朝廷に献上した。法蔵は朝廷から「帘前賜紫光正大師」 號が勅賜され、示寂まで兗州に留まった。興隆寺舎利塔については、宋仁宗嘉祐八年
（一〇六三
（に法蔵の弟子懐秀らが師のイ
ンド将来の仏頂骨舎利を供養するために興建し 経緯が明らかになった。法蔵が于闐国の王族、もしくは使臣のどちらかであったかについては諸説ある
（17
（
、宋朝に来訪した西域求法僧が朝廷の賜號を得た例が
比較的珍しいことを考えれば、法蔵の何らかの功績 例えば 初の宮廷訳経事業に携わった可能性がある か
（18
（
、もしくは特殊な身分を有す
［図四］　兗州興隆寺塔出土の仏牙と舎利（注四陳秋生主編書二〇〇九より）
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る人物とかが想像されよう。または太平興国七年
（九八三
（、成都沙門
光遠のインド将来の仏頂印、沙門法遇の仏頂骨舎利が朝廷に献上されたという『仏祖統記』 記事と かつて法蔵が四川峨嵋などの仏教聖蹟を游歴したことを考え併せれば、彼が四川僧と共に朝廷への舎利献上に関与した可能性も否定できないものの、いずれも確実なこと 言えない
（19
（
。法蔵の経歴はさておき、問題となるのが興隆寺地宮に仏牙そ
のものが存在するにもかかわらず、碑文では全く言及されておらず、法蔵将来 仏頂骨舎利 ついても、既に北宋朝廷に献上され ことが記されているが、なぜ地元の社人集団により興隆塔に埋納されたかについては、現時点では説明できな 。　
ここで再び興隆塔地宮出土の仏牙に目を向けると、明の万歴二四年
（一五九六
（の『兗州府志』巻二五・寺観の條によると、興隆寺の創建
は隋文帝の仁壽二年
（六〇二
（まで溯り、唐代に普楽寺と旧稱され、宋
の太平興国七年
（九八二
（には現名に改めたという。 「仁壽二年」と言
えば、隋文帝が統一国家の王権政治を維持するため全国百余州で真身舎利塔を建立した年である。従って隋仁壽二年
（六〇二
（に建立された
のは を安置する興隆塔であり、普楽寺、即ち後の興隆寺自体ではないことがわかる
（10
（
。そこで陳、隋に活躍した兗州出身僧侶の史料を調
べると、 『続高僧伝』巻六二・隋京師勝光寺釈法性伝に、
釈法性、兗州人、
（中略
（開皇一四年
（五九四
（、文帝東巡、搜訪岩穴、
因召入京、住勝光寺。仁壽元年
（六〇一
（勅召送舎利於本州普楽寺。
（後略
（
と伝えられる
（11
（
。兗州出身の法性は、隋文帝の東巡をきっかけに修業を
していた山林から京師の勝光寺に移ったという経緯から、顯貴な地位を有する高僧であったと思われる。仁壽元年
（六〇一
（舎利供養が全国
的に行われた中で、法性は皇帝 勅命を受け故郷兗州にある普楽寺に舎利塔を起し舎利を奉安したことが窺える。ちなみに、隋仁壽年間には、奉送地出身の僧人が舎利奉送の責任者として任命されることが多いという指摘があり、興味深い
（12
（
。しかし現時点ではこの史料に基づき、
興隆塔地宮出土の仏牙を「法性仏牙」とする見方もあるようだが
（13
（
、不
幸にして舎利碑文からそれ以上の情報を引出せないため、この問題に対して満足な回答を得ることは難 い。　
一方、一九九四年の春、興隆塔の調査に先立って、汶上県宝相寺に
聳え立つ八角形一三層楼閣式磚塔の地宮から、金棺内の銀椁に収納された仏牙と粒状舎利、また供養題記を収める石函 菩薩造像、玻璃舎
［図五］　汶上県宝相寺塔（筆者撮影）
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利瓶などの埋納品が発見された［図五］ 。仏牙には三本の牙根があり、薄黄色で滑らかなものであった
（11
（
。しかしこの仏牙の由来について、上
述した興隆塔仏牙と同様に決定的な手がかりに欠け、不可解な点がいくつか挙げられる［図六・七］ 。出土し 石函の題記には、
鄆州中都県郭内趙世昌、先於熙寧六年
（一〇七三
（二月二十三日躬
詣京師、於嘉王宮親事官孫政処求得仏牙一肢、舎利数百顆。以金為棺、以銀為椁、以石為匣、非不勤意也。是以葬於当宝相寺太子霊踪之塔 時大宋元豊四年
（一〇八一
（。
（後略
（
という簡略な記事が見える。ま 地宮の西壁 南壁 は「政和二年（一一一二
（同迎、同送仏牙舎利帰葬」と墨書銘が残されている
（11
（
。これ
らの記事から、まず宝相寺塔の創建時期は、趙世昌が京師より仏牙を得た熙寧六年
（一〇七三
（を上限として、政和二年
（一一一二
（頃に至る間
であり、こ 創建の縁起が趙世昌京師将来仏牙を奉納するためであったことがわかる。またこれまでに全く知られていなかったこの舎利塔の名稱が当時「太子霊踪之塔」と呼ばれており、毗沙門天王の五太子の一人である那咤太子
（那羅鳩婆
（から天上の仏牙が授与される、即ち、
初唐期の「宣律師神授仏牙」という逸話に基づい いることは既述した通りだが
（11
（
、注目したいのは、初唐期の道宣の霊験譚を象徴する釈迦
の聖遺物である仏牙の西域将来が、北宋の民間においてなお広 伝承されてい ことである。次に、題記に示されている供養者の趙世昌について、 『宋史』には見えず、如何なる人物であったかは不明であるが、京師の嘉王宮から仏牙を持ち出した経緯 、皇室直系の身分を有する人物と理解しておくのが無難であろう。一方嘉王の趙頵
（一〇
五六～一〇八八
（は『宋史』巻二百四六・宗室三に簡略な本伝が見え、
彼は宋英宗の第四子で、学問を好み、書画と醫学を得意とし、安楽郡王、嘉王に封ぜられたほか 十地域の節度使も歴任して、三十三歳の若さで没した
（17
（
。銘文に示された両者の身分から、この仏牙が北宋王室
の承伝を有するもので、地元中都県
（汶上
（の趙世昌により舎利塔に奉
安されたものとして間違いないであろう。ただそうであるならば、この仏牙がいかにして嘉王の所有に帰し、また如何なる理由で趙世昌によって汶上に迎請されたのか、と う疑問が依然として残されている。　
翻って、宝相寺の仏牙を沈括、王鞏らの見た大相国寺西塔院の秘蔵
品と比定すると共に、溯って悟空により西域から将来されたもので、さらに僖宗が西蜀に持ち込んだ後、再び孟知祥により北方京城へ戻された、という推論が果して可能であろうかを考える場合
（18
（
、前述したよ
［図七］　汶上県宝相寺塔地宮出土仏牙	
　　　（注四『汶上仏教聖物』二〇〇七より）
［図六］　仏牙を収納する金棺銀椁（筆者撮影）
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うに沈括らが見た咸平の仏牙は、かなり遅くまで
（元豊末年、一〇八五
（
大相国寺中に秘蔵されていることから、趙世昌の宝相寺塔奉納の仏牙とは異なったものであっ 可能性が浮上するし、また興隆塔出土の例があるように、この時期、別系の仏牙 少なからず存在していたこと、更に前項で確認した通り、北宋朝を通じて道宣が所持 てい 仏牙が宮廷にはっきりとした形で伝承されていたことから、現時点で宝相寺出土仏牙の由緒に結論づけるのは 尚早である 思われるのである
（19
（
。
おわりに
　
以上、唐宋の西蜀から中原にかけて仏牙伝来の状況について、本稿
の主たる関心事である僖宗所持仏牙の流伝をめぐる諸事情を取り上げて検討を行った。紙数制限のため史料の分析や山東省仏牙発見の情報を十分に取り込めなかったと承知している 、少なくとも以下 ことは確認ができたのでは いかと思う。まず、僖宗 西蜀持参の がもとより長安の寺院には転属の由来が知られる三系統の仏牙のいずれであったのか、また成都寺院にお てどのような扱 だ たのかを特定させる文献資料はほとんど存在せず、従って悟空西域将来の仏牙大聖慈寺の伝承 は関連付けることには問題が と思われる。こ場合、とりわけ益州孟之祥が唐明宗に仏牙を奉送したとい 『册府元龜』の記述に決して史料価値は低くはないが、し しながら確実な根拠もなしに、こうした孤証だけで 確定した悟空
（長安
（
―僖宗
（西蜀
大聖慈寺
（
―宋太祖
（大相国寺
（
―山東省汶上宝相寺といった仏牙の転
属図式はやはり成立し難く、そのような仏牙系統が存在する蓋然性は低いと思わざるを得ない。翻って、本稿で確認した諸系統の仏牙のうち、明瞭な伝承図式 持つものは、北宋一朝を通じて宮廷に秘蔵されていた唐崇聖寺 来の道宣神授仏牙であったことが 実視されるのであろう。　
古代中国において仏牙舎利は釈尊が涅槃後に遺した聖遺物として、
現世来世に幸福をもたらす超越的価値を有するゆえに、それを記録する文献史料にはつねに神秘的な説話の性格が浸透されており、人々の霊験、奇聞からその実在性を見出 のは極めて難し このような舎利供養の問題を扱う場合は、特に慎重に行うべきであること 言うまでもない。とは言え、今回 検討で 唐宋時代にこうした特殊な仏教信仰形態において 仏牙舎利の供養活動が王朝の興亡を共にし、政治的な安定を図るため、予想以上に活発であったこと、また仏牙の転属経路や頻度、更には釈尊の故地と真身 憧憬の念を抱きつつ求法僧や信奉者らが、仏牙舎利の護持と流布に多大な影響力をもっていたことも確認できたのである。
註（
（
	
拙著『大聖慈寺画史叢考―唐・五代・宋時期西蜀仏教美術発展探源』
（文化芸術出版社、二〇〇四、北京
（。
（
（
	 ［宋］李之純「大聖慈寺画記」 （ 『成都文類』巻五四、明天啓『四川成都府志』巻四三
（。
（
（
	
唐代の王室による法門寺仏舎利の奉迎について、 『旧唐書』帝紀、 『資
治通鑑』唐紀、 『唐会要』議釈教にはともに記事がある。
（
（
	
汶上県宝相寺地宮出土の仏教文物については、 「汶上将成為第二個法
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門寺―新発現仏牙舎利等一四一件珍貴文物」 （ 『人民日報』一九九四年六月三日
（、『汶上仏教聖物』 （山東文芸出版社、二〇〇七
（は、その最初の
報告及び出版物である。
（
（
	
兗州興隆塔地宮出土の仏教文物については、山東省兗州市民族宗教局
編『山東兗州市仏教歴史文化研究参考資料』 （二〇〇九年四月
（、陳秋生
主編『興隆塔蔵仏教聖物』
（山東文芸出版社、二〇〇九
（が刊行され、前
者には山東省文化局により簡略な発掘報告が掲載されると共に、譚世宝「兗州興隆塔地宮宋嘉祐八年十月六日安葬舎利碑考釈」が発表され、この碑文の内容について詳細な検討を行っている。
（
（
	
二〇〇九年に、兗州仏教歴史文化検討会が山東省兗州市に開かれ 興
隆塔地宮出土 舎利をめぐって活発な議論が交わされた。詳細は黄夏年主編『兗州仏教―歴史文化研討會文集』 （科学出版社、二〇一一
（に参照。
（
（
	
赤焔「唐僖宗仏牙供奉大慈寺」 （成都大慈寺編『大慈』二〇〇九、第
二期
（、汪海波『仏塔地宮探索』第四章「論仏牙何其多」
（文物出版社、
二〇一一
（、釈大恩「山東与成都大慈寺的仏縁」
（註六黄夏年二〇一一掲
載、二三四頁
（、
上記の論文と著述にはいずれも、僖宗幸蜀の際には大
聖慈寺において長安から所持した仏牙を安置するために 牙閣 建立したと主張しているが、具体的な拠所が提示されていない。
（
（
	
章巽校註『法顯伝校註』師子国記遊「王城及仏歯供養」の條 （上海古
籍出版社、一九八五
（。
（
（
	
南朝における仏牙舎利信仰については、塚本善隆「陳の革命と仏牙」
（ 『東方学報』京都一九、一九五〇所収
（及
び周炅美「国王の真身舎利供
養とその政治的含意」 （鈴木靖民編『古代東アジアの仏教と王権―王興寺から飛鳥寺へ』勉誠出版、二〇一〇所収
（が挙げられる。
（
（0（	
註一前掲拙著第二章「成都大聖慈寺的成立和発展由緒」 、第三節「大
聖慈寺与唐・五代皇室的関係」には具体的考察 あり、詳細はそれに譲る。
（
（（
	
このことについて、 ［宋］黄休復『益州名画録』 、 ［宋］文同「彭州張
氏画記」 （ 『丹淵集』巻二二所収
（等
には貴重な記事が見える。なお、僖
宗幸蜀期における大聖慈寺の創作をめぐる政治集団の影響力について、
かつて長広敏雄「中国美術社会史初探―「益州名画録」を読む」 （美術講演会講演録三、鹿島美術財団、一九八九
（に
はいち早く重要な指摘が
なされている。
（
（（
	 ［明］楊慎編『全蜀芸文志』巻三八及び龍顯昭主編『巴蜀仏教碑文集成』 （巴蜀書社、二〇〇四
（。
（
（（
	 ［宋］姜如晦「金禅院増広常住記」 （ 『成都文類』巻四
（に
は、 「成都諸
刹、以昭覚、正法為大」とある。
（
（（
	
註一二前掲龍顯昭二〇〇四所収。
（
（（
	
また、同治一一年 （一八七二
（に撰した「重修宝光寺浮図記」には、ほ
ぼ同様の記事が見える。
（
（（
	 『册府元龜』巻五二 （中華書局影印明本
（五八一～五八二頁。
（
（（
	 『册府元龜』に記される仏牙に関する史料が陳垣「仏牙故事」 （ 『人民日報』一九六一年七月二十日、 『陳垣集』中国社会科学出版社、一九九五、中国現代学術経典『陳垣巻』河北教育出版社、一九九六再録
（、
同
氏「法献仏牙隠現記」 （ 『文史』第一輯所収、一九六 、 『陳垣集』九五再録
（に
は始めて徴引された上、簡略な検討を行い、仏牙聖物につ
いては先駆的な研究である。なお、註七所掲諸氏の見方がいずれ陳垣氏の所見のみから導き出されたものと思われる。
（
（（
	
陳垣一九六一、一九六二、註七汪海波二〇 一、 二一頁参照。
（
（（
	 ［後蜀］何光遠『鑑誡録』 （劉石点校『五代史書彙編』所収
（。
この仏
牙奉迎に関する記事は具体的な実施年代が記されていないが、所述内容の冒頭に「武成中」と示したように、前蜀高祖王建が稱帝直後に改元した年号 （九〇八～九一〇
（である。また「太祖」とは唐天祐四年
（九〇七
（、
帝位に継き、国都を汴京とした後梁太祖朱温のことであろうと思われる。
（
（0（	
足立喜六訳註、塩入道良補註『入唐求法巡礼行記』 （東洋文庫四四二
平凡社、一九八五
（。
（
（（
	 ［清］徐松『唐両京城坊考』巻四、崇徳坊・崇聖寺の項 （中国古代都城資料選刊本、中華書局、一九八五
（。
（
（（
	
また『仏祖統記』巻五四・北天仏牙の項にもほぼ同様の内容が見える。
ただ「代宗勅問文綱律師」と 記述 誤りがあり、代宗の大歴 （七六六
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～七七九
（年
には文綱は既に逝去していた （開元一五年、七二七
（。
また
道宣が乾封二年 （六六七
（に没したため、大歴二年
（七六七
（に代宗が崇聖
寺に行幸した年は丁度、道宣の没後の百周年に値した時期であった、との陳垣の指摘がある
（陳垣一九六一参照
（。
（
（（
	 『大正蔵』巻五五、五三六頁。
（
（（
	
法献将来仏牙の伝承について『高僧伝』法献伝のほか、 『陳書』巻二、
『南史』巻九、 『歴代三宝記』巻一〇、 『建康実録』巻一九、 『晋書』巻三二、 『册府元龜』巻一九四にはともに記事が見える。
（
（（
	 『大正蔵』巻五五、五八七頁。
（
（（
	 ［唐］円照撰『大唐貞元続開元釈教録』巻中 （ 『大正蔵』巻五五、七六五頁
（。
（
（（
	
宣宗の荘厳寺巡幸について、 『旧唐書』巻一三・徳宗本紀、 『資治通
鑑』巻二三三・貞元六年の條には記事がある。
（
（（
	 ［五代］王定保撰 唐摭言 （姜漢椿校註本、上海社科出版社、二〇〇三（。
（
（（
	
陳垣一九九五、二三六～二三七頁では、荘厳寺の仏牙が悟空、あるい
は道宣仏牙である可能性を指摘した一方で、陳垣一九六二、一九 五、二四三頁では、これがもとより南朝将来の法献仏牙であったと認めていることから、かなり食い違うところが見られる。
（
（0（	
汪海波二〇一一、六六～六七頁、一二〇～一二一頁では、薦福寺の法
献仏牙が円仁により「法界」と誤記され、即ち法献と 界とが混淆された、または徳宗期において大荘厳寺に供養されたのが悟空仏牙であったと指摘がある 、いずれも根拠が提示されていない。
（
（（
	
註二一前掲書巻二、南開化坊の條。
（
（（
	 『大正蔵』巻五一、九七九頁。この史料がともより円照が撰した『遊方記抄』の中には悟空将来の「大唐貞元新訳十地経」 、 「廻向輪経」 「十力経」三経の序として編述した悟空の伝記である。ちなみに の古写本が早くも空海により日本に将来し 仁和寺に所蔵される。なお、長沢和俊「釈悟空の入竺求法行」 （ 『シルクロード史研究』 、国書刊行会 一九七九所収
（、
小野勝年「空海将来の悟空入竺記とその行程」 （ 『東洋学術
研究』一五巻第三号、一九七六
（に
は悟空の行蹟と西域諸国の事情につ
いて詳細な考察がある。
（
（（
	
大相国寺について、かつて熊伯履『相国寺考』 （中州古籍出版社、一
九八五
（では基礎的な研究を行っている。
（
（（
	 『大正蔵』巻四九、四六〇頁。
（
（（
	 『大正蔵』巻四九、四〇九頁。
（
（（
	 『大正蔵』巻四九、八六一頁。
（
（（
	 『大正蔵』巻四九、 一〇頁。
（
（（
	 ［宋］王珪 華陽集 六「左街大相国寺釈迦仏霊牙序」 。
（
（（
	 『大正蔵』巻四九、 一九頁。
（
（0（	 『大正蔵』巻五二、六四五頁。
（
（（
	
平林文雄『参天台五台山記校本並に研究』 、第四・延久四年一〇月廿
三日丁酉の條 （風間書房、一九七
（。
（
（（
	
沈括『夢渓筆談』の著述年代は不明であるが、ここで『 庫全書総
目』巻一二〇、子部雑家類「夢渓筆談二六巻」正文解説の見解及び李裕民の註に拠る。
（
（（
	 ［宋］王鞏『聞見近録』 （知不足齋叢書本
（。
なお、宋の孟元老『東京
夢華録』巻三 は相国寺仏牙及びこの仏牙を安置する東西塔院について記事が見える。
（
（（
	
汪海波二〇一一、一二三頁、法縁「兗州興隆塔仏舎利及其歴史価値与
現代意義」 （黄夏年二〇一 所収
（、六二、六九頁。
（
（（
	
註五前掲陳秋生書では大判の舎利碑銘の拓本及び出土 教遺品の図版
が掲載されている。
（
（（
	
なお碑文の末尾にはこの舎利供養活動にかかわる四六名の僧衆の姓氏、
世系、僧職及び所属寺院名 明確に記されており 興味深い資料である。
（
（（
	
賈應逸、霍旭初「兗州興隆塔安葬 碑与于闐仏教辨析」 、温玉成
「于闐僧人法蔵与兗州宋 金棺 一 、一二五～一二六頁、一一五～一一七頁
（で
は于闐国史料及敦煌莫高窟壁画にみる宋代
供養人題記などの資料に基づき、法蔵が于闐国の使臣、もしくは于闐国王尉遅僧烏波 （李聖天
（の子であった可能性があると指摘され、興味深い。
唐・宋時代における仏牙舎利伝来の様相
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但し決定的な証拠が欠けている現状では、この説を採用することは控えたい。
（
（（
	
楊曽文「従宋代仏舎利崇奉看兗州興隆塔舎利的出土」 （黄夏年二〇一
一所収、八～一一頁
（。
（
（（
	
同右楊曽文前掲論文を参照。
（
（0（	
何孝栄「兗州仏教初伝及興隆寺始建考」 （黄夏年二〇一一所収
（では興
隆寺
（普楽寺
（が隋仁壽二年に建立したといい、これまでの報導が訂正を
要すると主張した。
（
（（
	 『大正蔵』巻五〇、六七五頁。
（
（（
	
周炅美二〇一〇、二五六頁。
（
（（
	
麻天祥「兗州仏牙与仏牙舎利―従歴史到現実」 （黄夏年二〇一一所収、
一〇二～一〇三頁
（。
（
（（
	
また汪海波二〇一一、七七頁では、仏牙の表面には「東府」との墨書
銘が見えることから、この仏牙が北宋の宰相である王安石により所蔵されたという。
（
（（
	
同右汪海波二〇一一参照。
（
（（
	 ［宋］宗鑒『釈門正統』巻八 （ 『卍続蔵』七五册
（。なお、譚世宝「兗州
興隆塔舎利与汶上太子霊踪塔舎利的比較研究」
（黄夏年二〇一一所収
（で
は「太子霊踪」名稱の由来について検討を行っている。
（
（（
	
趙頵の史料については『宋史』本伝のほか、 「趙頵墓誌」及び「趙頵
妻王氏墓誌」 （河南文物考古研究所編『北宋皇陵』一九九七に掲載
（が挙
げられる。
（
（（
	
汪海波二〇一一、五四頁、七〇～七一頁、一二〇頁。
（
（（
	
宝相寺出土仏牙について一説としては、宋徽宗の詩句 有求皆感応
無刹不分身」を徴引し、宋皇室の所蔵から分身されたものとされる。（註五六所掲譚世宝論文、三八八頁、註四七所掲温玉成論文一一五頁
（。
付記　
本
稿は二〇一三年度、教員短期国外研究 （研究課題・古代中国における石窟
寺院の礼儀空間の形成に関する研究、於中国北京
（研究成果の一部である。
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